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１．研究計画の概要
運動技能の習得を通して、自己の身体や動
きの構造に関する認識や、自ら学ぶ意欲や，
運動に対する有能感，自己決定感などがどの
ように変容していくのかを明らかにしてい
く。 

２．研究の進捗状況

本研究の目的は、学習者が習熟していく過

程で、なかなか学習が進まない時、ようやく

困難な課題を習得できた時、次の課題で再び

学習が進まない時、それぞれの時期における

運動有能感の変遷を明らかにすることであ

る。 運動技能の習得を通して、自己の身体

や動きの構造に関する認識や、自ら学ぶ意欲

や，運動に対する有能感，自己決定感などが

どのように変容していくのかを明らかにし

ていく。

すべての学習者にとって、初めて課題に向き

合った時には習得できず、かつ、時間をかけ

ることによってすべての学習者が習得でき、

なおかつ、その学習過程が、質的にも、量的

にも数値化できる課題の設定が最も重要で

ある。本研究では、両手協応課題の 1/4 周期

の位相のズレを課題とした。この課題では、

前述した前提が可能であることが、先行研究

（Tsutsui et al,1998）において確認されて

いる。

対象者は、体育専攻の大学生及び大学院生

とした。彼らは、一般の学生に比べて、運動

有能感が既に高いことが予想される。

結果は以下の通りである。

(1)学習が進まない時 基本的に高い運動

有能感を有している彼らにおいても、学習が

進まない経験を継続することによって、運動

有能感の低下が見られた。

(2)困難な課題が習得できた時 当然

のように、運動有能感の向上が見られた。

(3)次の課題において再び学習が進ま

ない時 運動有能感の低下が予想され

たが、最初の時ほどの低下が見られなか

った。

考察

一度、失敗の連続後に成功することに
よって、運動有能感を高めることができ
ると、2 度目の失敗の連続によっても、
運動有能感の低下は大きくなかった。こ
のことは、体育場面等で児童・生徒が有
能感を高めることができれば、以後の体
育場面に限らず、他の生活場面において
失敗を経験しても、有能感を維持し前向
きに課題が取り組めることを意味して
いる。ここに、体育という教科が果たす
べき一つの重要な側面が示されたと考
えられる。

３．現在までの達成度
③やや遅れている
予定では昨年度で実験は終了し、今年度は
まとめる予定であった。しかし、実験ソフト
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にエラーが出現し、その改良に時間を取られ
たために、運動の得意な者ができない運動を
習得していくプロセスについては終了した
が、運動が苦手な者が運動を習得していくプ
ロセスに関しては今年度行う。

４．今後の研究の推進方策
多少遅れているものの前期中に実験を終
了し、後期には予定通り全体をまとめられる。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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